
令和３年５月２１日

日吉小学校理科室

り か ち ゃ ん ね る

新しい命が生まれ始めました。【Part２】 ～メダカの赤ちゃん～

暖かくなってくると、メダカ（メス）は、おなかに小
さな丸い卵をつけ始める。
「新しい命の誕生」だ。

メダカは今や絶滅危惧種（２００３年指定）である。

童謡「めだかの学校」にも歌われるこの可憐な
お魚を守らなくてはならない！

この時期になると、メダカ槽の近くから、子どもた
ちの「いた！いた！」「かわいい！」と声がよく聞
こえてくる。

生まればかりのメダカの卵（中央）

メダカのメスが卵をおなかにつけると、
オスとペアになり、新しい命が誕生する。

メスは、大きさ１ｍｍほどの小さな卵を水草に
うみつける。少しずつ成長する赤ちゃんメダカ
は、卵の膜を自ら破って誕生する。

メダカについては、５年生が６月に学習する予定。お
楽しみに！(^^♪


